
１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化

（3）事業再生支援
　群馬県中小企業再生支援協議
会の活用による事業計画書の策
定支援

　申込人は、同族関係先へ支援した貸付金の回収不能、赤字経営、リーマンショッ
ク以降の受注の大幅な減少により、実質債務超過に至りました。
　この状態から脱するため、群馬県中小企業再生支援協議会にメインバンクを通じ
て相談が持ち込まれ、一次対応が始まりました。平成21年11月に協議会の2次対応
が始まり、翌12月に検討会議が開催され再生スケジュールの説明と返済猶予等の依
頼があり、同社への再生確認が行われました。同時に協議会より専門家の派遣を受
け、財務及び事業デューデリジェンスにより不振原因の分析や事業再生の施策等の
指導を受け、事業改善に向けた取組みを開始しました。
　平成22年9月に全金融機関の同意と支援を受け、事業再生計画書の策定が完了
し、併せて大幅なリスケジュールによる返済金の圧縮を行い資金繰りの安定を図り
ました。
　現在は、計画書に基づく月次の損益や資金繰りの管理だけでなく改善項目の進捗
管理を徹底し、実態把握と改善効果について指導及び相談業務を継続して行ってい
ます。

　地域中小企業の事業継続に貢献できた。
　細部に亘る実態把握と的確な経営指導に役立っ
た。

　平成22年4月より、創業・新事業支援融資の取組みとして、当金庫独自資金「あ
きない上手」（使途：事業資金 限度額：5,000千円 融資利率 変動金利 年4.00%
融資期間：運転5年 設備7年）の取り扱いを開始いたしました。
　また、日本政策金融公庫と業務提携を締結以降、地域ベンチャー支援センター及
び地方公共団体、商工会議所等と地域事業者に対する情報の共有化を図るととも
に、制度融資等を利用して創業・新事業への支援を行いました。

利根郡信用金庫　
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　経営相談室は、経営相談室主導先として14先の大口与信先を中心に支援活動を
行ってきました。支援先企業を定期的に訪問することで経営者との信頼関係を構築
し、実態把握を行いながら支援方法の検討を行っています。取組みについては、定
期的に経営者とのヒアリングと月次試算表の徴求により、収支状況・資金繰り等の
把握を行い、経営上の問題点を抽出し、各支援先の実態に即した経営改善支援策の
提案や経営改善計画書の策定支援を行い、また群馬県中小企業再生支援協議会の活
用や外部専門家との連携を図りながら経営改善支援活動に取組んでいます。
　平成20年度設置の営業店支援担当者については、平成22年度支援先を35先選定し
経営支援体制の強化と経営支援活動の拡充に取組んできました。具体的活動内容
は、経営相談室主導先と同様でありますが、「経営相談活動営業店管理表」を作成
し、その管理表に基づいた月報で経営相談室宛に月次報告を行い、これにより経営
相談室が支援活動のサポート及び管理を行っています。

　経営改善支援の活動状況

　創業・新事業案件の増加

　平成22年度　創業・新事業支援融資実績
　　　　　　　　　　　8件　43,560千円

地域密着型金融の取組み状況（平成22年4月～平成23年3月）

（１）創業・新事業支援

（２）経営改善支援

　経営改善支援先のうち3先がランクアップに繋
がった。

取組み内容 成果（効果）
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項　　目 タイトル 取組み内容 成果（効果）

２．事業価値を見極める融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底

（２）「目利き機能」の発揮
　に向けた取組み ｢目利き能力｣の向上、人材育成

 「目利き力」の向上を目的とした外部研修への積極的参加、自金庫おいて外部講
師による研修、自金庫内における研修の開催を推進しました。

・外部研修への参加
　・「目利き力養成講座」 （全信協）　　   本店営業部副長 1名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  中町支店  代理 1名
　・「目利き力実践講座」  (全信協)　　 　 審査部　　代理 1名
　・「融資審査・管理講座」(関信協)　 　　 本店営業部代理 1名
　・「経営診断力強化研修」（県信協）　　  水上支店　代理 1名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月夜野支店係長 1名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和支店　代理 1名
　・「融資実務研修」(県信協)　　　 　　　 審査部　　　   1名
                                          中町支店　係長 1名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 北支店　　 　  1名

・金庫内研修
　・「企業分析講座」(審査部主催)　　　　　　　参加18名

� 

 「目利き力」の向上に繋がる研修等の受講機会は
増加し、職員の基礎知識は確実に向上している。

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

（２）地域活性化につながる
　多様なサービスの提供

小中学生卓球大会の実施

・実施要項作成
・後援依頼
・会場確保
・出場選手募集
・大会実施

　平成22年11月6日、沼田市民体育館において「第3
回とねしん杯オープン卓球大会」を実施、442名の
小中学生が参加、地域貢献が図れた。

　利根沼田地域における卓球の普及・発展に寄与す
ることができた。

ふるさとの文化の振興等を目的
に行う事業支援

「とねしんふるさと基金」により、ふるさとの文化振興等を目的に行う事業を支援
していく。具体的には、基金の目的に沿った事業を行うものから申請があった場合
に審査し、助成金等の支援を行う。

・平成22年度は、卓球を通じて北毛地区の小中学生を健全な子供に育成し、卓球技
術の向上と競技の振興を図るために活動している利根沼田卓球協会に対して、卓球
台６セットを寄付しました。

　ビジネスマッチングイベント参加時のＰＲ方法、
雰囲気等情報を得ることができた。また、商工会議
所・商工会と連携を図ることができた。

　販路拡大支援のため、平成22年9月に東京ビッグサイトで開催されたビジネス
マッチングイベントに地元商工会議所および商工会職員とともに視察に行き、顧客
へのビジネスマッチングに関する案内が当金庫のみならず商工会議所等とも行える
よう、連携を図りました。
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販路拡大支援のための視察

（3）地域への適切なコミット
メント

（１）地域全体の活性化、持
　続的な成長を視野に入れ
　た、同時的・一体的な
　「面」的再生への取組み
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